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緒論

頭髪横断面の計測値,面 積および毛径指数は,そ の色調などとともに重要な人種表徴とし

て,そ れについての人類学的研究は多 く,ま た中には,遺 伝について言及 しているものも少

くない。 しか し,多 数の頭髪を処理するに際 して,そ の方法が一定でな く,不 正確と思はれ

る方法を用ひ られているものもあり,ま た,計 測値の求め方 も統一を欠 く憾があって,そ れ

らの資料の比較が容易でない。そこで,そ の不統一の原因を求ある意味でも,頭 髪横断面の

年令差と性差を明かにしたいと思っ て本研究を行った。

試 料

和歌山県那賀郡粉河町の住民,出 生直後より80才以上に至る男子1024名,女 子2046名 の頭

頂部頭髪を各個体ごと20本 宛について,津 本ら('65)の 計測法によって,横 断面を正 しく

計測 した。

統 計

1.計 測 値 頭 髪 の横 断面 は ほ とん どす べ て,円,楕 円 な い し卵 円で あ る 。 それ で,そ の長

径 と短 径 を 計 測 した 。

1.横 断面 長径:出 生 直 後 の男 子 頭 髪横 断面 の長 径 は 84μ,以 後 年 令 の増 加 と と も に,直

線 的 に増 大 して,18～20才 で 118μ,そ の後 年 令 と と もに 直 線 的 に 減 少 して70才 以 上 で は

81μ で あ る。

女 子 で も ほゞ 同様 の傾 向 を示 し,出 生 直 後,81μ,そ の後 年 令 の増 加 と と もに,ほ とん

ど直 線 的 に増 大 して,12～14才 で 109μ,さ らに年 令 と と もに18～20才 で 113μ を 頂 点 と

した,な め らか な 山形 を描 き な が ら46～50才 で 107μ,こ れ を 境 に して やゝ 急 激 に減 少 し

て70才 以 上 で は 89μ を 示 す 。

そ して10才 以 下 で は 女 子 は 常 に 男 子 よ り も小 さい 値 を,22才 以 上 で は女 子 は常 に男 子 よ

りも大 き い 値 を 示 して い る。 ま た,増 減 が 男 子 で は ほゞ 直 線 的 に推 移 す る の に比 して,女

子 で は 比 較 的 な め らか な 曲 線 に 推 移 す る。

2.横 断 面 短 径:出 生 直 後 の男 子 頭 髪横 断面 の短 径 は 70μ,そ の後,年 令 と と もに直 線 的

に 増 大 して,15～17才 で 88μ,そ の後 は直 線 的 に減 少 して70才 以 上 で は66μ とな る。

女 子 もほゞ 男 子 と同 様 の 傾 向 を 示 し,出 生 直 後,67μ,そ して12～14才 ま で直 線 的 に 増

大 して 82μ,そ の後46～50才 82μ まで,21～25才 の 86μ を頂 点 と して,ゆ るや か に 増

減 し,50才 以 後,少 し急 に減 少 して70才 以 上 で,69μ ま で ほ とん ど直 線 的 に 減 少 す る。

ほゞ22才 以 下 で は女 子 は常 に男 子 よ りも小 さ い値 を示 し,そ れ以 上 で は女 子 は 常 に 男 子
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Fig. 1. Age and sex correlations on a cross section of parietal hair. 

         (No, of subjects covered are parenthesized.)

 よ り も大 きい 値 を 示 して い る。 ま た,増 減 が 男 子 で は 常 に 直線 的 に 推 移 す るの に対 し,女

 子 で は な め らか な 曲線 を 描 きな が ら推 移 す る こ と は長 径 の場 合 に似 て い る。

II.毛 径 指 数 男 子0～2才 で85.0,そ の後,徐 々 に減 少 して18～20才 で は74.9,21才

か ら45才 の間 で は ほゞ78.0で 一 定,そ の後 は 少 し増 大 す る傾 向が あ る 。 女 子0～2才 で

83.1,そ の後,徐 々に 減 少 して12～14才 で75.5,そ れ よ り70才 ま で ほゞ77.0～78.0を 保っ

て い る。 そ して,ほ とん ど常 に,男 子 は 女 子 よ りもやゝ 大 き い 値 を 示 して い る。 な お,男 女

と も0～2才 の 間 の 毛 径 指 数 は,0才 で は 特 に 大 き く,1～2才 の 期 間 の下 降 は 顕 著 で あ る 。

考 察

前述の統計値によって,頭 髪横断面の計測値ならびに指数について,人 種別比較をするに

は,年 令的変化を正確に考慮 した資料が必要であることがわかる。即ち,そ の頭髪がほぼ,

18～20才 の個体から得られたものであれば,当 然,そ の長径,短 径は大きい値を示す結果と

なり,幼 少年ない し老年の個体から得た頭髪は小さい値を示すからである。また,長 径,短

径ほどでな くとも,毛 径指数も,そ の試料を得た個体の年令によって,値 は左右される。

久 保('17),中 野('30),堀 井 ら('30),STEGGERDA ら('41),清 水('42),TRoTTER

ら('56),VERNALL('61)お よび 生 駒 ら('64)に よ れ ば,長 径,短 径 お よ び毛 径 指 数 に つ

い て は,中 国 人,蒙 古 人,日 本 人 は他 の種 々の人 種 よ り も,概 して 大 き い値 を 示 し,ヨ ー ロ

ッパ の各 人 種 は概 して 小 さ い値 を示 して い る 。 しか し,そ れ らのす べ て の資 料 は年 令 的 配 慮
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Table 1. Data on a cross section of head hair.

に 乏 しい の で,詳 細 に つ い て は 不 明 で あ る。 たゞ,こ の 中で 清 水 は 蒙 古 人 兵 士 か ら得 た試 料 を

用 ひ て い る。 国 情 に よ り多 少 の違 ひ は あ ろ うが,兵 士 の年 令 をは ば20才 と推 定 す る と,長 径,

短 径 と も,本 研 究 に よ る 日本 人 同 年 令 の それ よ りもやゝ 大 き く,毛 径 指 数 は ほ とん ど等 しい 。

中 野 は21～37才 の台 湾 生 蕃 人 男 子19名 よ り,VERNALL は20～30才 男 子86名(Negroid 19

名,Asiatic Indian 26名, Western European 21名, Chinese 20名)よ り 試 料 を得 て い

る。 幸 に も,こ れ らの 年 令 層 は 長 径,短 径,指 数 と も最 も大 き い値 を示 す 時 期 で あ る の で,

これ らにつ い て は あ る程 度,比 較 検 討 の余 地 が あ る。久 保(「 清 水'42」 よ り孫 引)に よ る 日
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本人男子長径 134.3μ は大き過ぎ,毛 径指数68.80は 小さ過ぎる。これは試料の年令が明か

でないのみならず,試 料が少な過ぎるから論外である。統計的研究のためには,あ る程度以

上の統計量は絶対的に必要である。

Table 2. KOYAMA's ('28) data on a cross section of head hair.

 一方,小 山('28)は 毛髪についての詳細な研究の中で,頭 髪横断面計測値ならびに指数に

ついて,胎 生期をも含めた年令的変化を指摘 している。試料は少いが,横 断面計測値は幼年

期から青年期に至って増大 し,18才 か ら40才 頃までは太さ,形 に著変なく,そ の後,年 令と

ともに漸減 して再び小児期のような値を示す傾向があること,お よび,胎 児の頭髪は極めて

太 く,し かも毛径指数は100.0,そ して性差はほとんど無いことを指摘している。この中で,

胎児の頭髪が極めて太い点に疑問はあるが,興 味深いことである。DUGGINS('59)は 印度

の Kadar の20才 の一女性の頭髪について,こ れは Mongoloid と Negroid の両者の特徴を

表していると述べているが,比 較した相手の試料の年令が不明であるので結論できない。高

田('20)も 多 くの男女の頭髪の直径を計測 して,初 生児より20才頃までは漸次,太 さを増し,

50才頃より漸次細 くなっていることを認め,頭 髪の太さの増減の傾向を正 しく観察 している。

また,こ れらの報告は,男 女の比較を しなが らも,尚,性 差について結論するに至っていな

いのは例数が少なかったか らであろう。

 大森('38)は 各報告者による毛髪の太さに関する数値が一定でないことについては,被 検

者の性別,年 令が原因する他に,脱 毛,剪 毛としての貯蔵期間,ま たその毛髪を有した個体

の健康状態にも問題を投げかけているが,具 体的な記載は見 られない。大森はこの他に,後

頭部頭髪は最 も太く,頭 頂部のそれは最も細 く,前 頭部と側頭部のそれは中間に位するとし

て,部 位 差 を認 め て い る。 これ に 反 して 前 記 の多 数 の報 告 の 中 に は 頭 頂 部,後 頭 部 の そ れ ぞ

れ の頭 髪 に つ い て,部 位 差 を 否 定 乃 至 無 視 した と見 られ る もの が 多 く,頭 髪 横 断 面 の 計 測 値

に 関す る 限 り部 位 差 は 無 視 して 差 支 え な い と考 え られ て い る(生 駒 ら,'66)。 大 森 は さ らに,

女 性 頭 髪 は男 性 頭 髪 よ り も太 い と記 して い るが,こ れ に つ い て は年 令 差 の考 慮 が 必 要 で あ る 。

 年 令 差,性 差 に つ い て の 系 統 的 な 研 究 と して,TROTTER('30),TROTTER ら('34)は

種 々 の年 令 の別 の個 体 か ら採 つ た試 料 を 用 い て,頭 髪 横 断 面 面 積 は20才 ま で 増 加,50才 以 後

少 し減 少 す る と,年 令 差 を 認 め て い る。 そ の 後,TROTTER ら('48),DUGGINS ら('50)

は ア メ リカ 白人16名 の そ れ ぞ れ の 出生 か ら17才 ま で の 間,規 則 正 しい 間 隔 で 採 取 した 頭 髪 の

太 さ と,毛 径 指 数 に つ い て詳 細 な報 告 を 行 い,指 数 につ いて は,出 生 後2年 間 の下 降(こ の

中 で も最 初 の6か 月 の 下 降 は 特 に 顕 著)は そ の後 の いつ れ よ り も著 しく,又,頭 髪 の太 さを

そ の横 断 面 面 積 で表 し,最 初 の3年 間 の 増加 は そ の 後 の い つ れ の 期 間 よ り も極 め て 大 で あ り,

そ して そ の後,増 加 が ゆ る や か に な り,最 後 に は水 平 にな る と して,年 令 差 を 認 めて い る 。

(21)
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WYNKOOP('29)は 頭 髪 の 太 さ と年 令 との 相 関 々係 を 明 か に否 定 して い る。 これ は珍 しい

一 例 で あ る 。

以 上 の資 料 か ら も,被 検 個 体 の 性 別 お よ び 年 令 を 無 視 して 得 た 頭 髪 横 断 面 の計 測 値 な らび

に 指 数 は 全 く無 意 味 で あ る と 結 論 で き る。 そ して こ の こ と は,高 田('20),小 山('28),

TROTTER('30)お よび TROTTER ら('34)な ど に よ り早 くか ら,あ る程 度,指 摘 され な

が ら,そ の 後 に もな お,年 令 差 を 無 視 した平 均 値 を算 出 した研 究 が あ る こと は,全 く無 意 味

と言 わ ざ る を得 な い 。

KNEBERG('35)は 「hairindex は人 種 表徴 と して頼 りに な らな い 。 そ して,そ の よ うな

用 途 は誤っ た 帰 納 に 導 くだ ろ う」 と結 論 した が,こ れ も,試 料 を性 別,年 令別 に分 類 し,資

料 を正 し く分 析 した 後 に改 めて 考 慮 し直 した上 で あれ ば,必 ず し も この よ うに 断 言 す る こ と

もな か ろ う 。

な お,長 径,短 径 と も男 子 は 直線 的 に 増 減 し,女 子 の増 減 は な め らか で あ る点 に つ い て再

検 討 す れ ば,13才 ま で は 男 女 と も直 線 的 に 増 加 し,そ の後 男 子 は以 前 と 同様 の勾 配 で 増加 す

るが,女 子 の 増加 率 は やゝ 減 少 す る。 そ して20才 前 後 を 頂 点 と して,男 子 は尖 鋭 な 山形 を描

い て 減 少 に転 じる の に対 し,女 子 は な め らか な 山形 を 呈 しな が ら48才 に至 り,こゝ で,やゝ

急 に減 少 の勾 配 を 増 し,そ の後 老 年 期 に 向っ て 直 線 的 に減 少 す る 。

そ して,女 子 の 増減 の勾 配 が,男 子 の そ れ と著 し く異 る境 界 を な す と こ ろの13才 と48才 は

と も に,そ れ ぞれ,女 子 の 思 春 期 の 開 始 期 と更 年 期 と に ほゞ一 致 す る こ と は,何 らか の関 連

を 示 唆 す る もの で は な か ろ うか 。

結 論

多数の先人の研究より,頭 髪横断面の計測値ならびに指数は人種表徴として有力な形質で

あると認められてきたが,し か し,本 研究によれば,そ れは男女とも,年 令とともに増減顕

著な形質であるので,必 ず,性 差は勿論,年 令差をも考慮しなければ意義はなく,性 差 と年

令差を考慮 した後に初あて,人 種的比較も遺伝に関する考察も,可 能になるものである。

横断面長径および短径にみられる性差には,13才 か ら48才 までの間の男女それぞれの増減

の仕方の違いも,一 つの主要な要素となっている。

本研究は,藤 江君夫教授の御理解ある御支援のもとに推進された。試料は和歌山県粉河町

の住民各位の御協力によって蒐集することができた。衷心よ り厚 く感謝する。
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(和歌山医科大学 第二解剖学敎室)

Age and Sex Correlations on the Cross Section of Parietal Hair

Eiki IKOMA, Sadao TSUMOTO, Takeshi MAEBO and Sumiko TAKEDA

 Cross sections of parietal hair of 1024 males and 2046 females of various ages 

were measured. The maximum and minimum diameters of the hair shaft and 

the hair index were statistically studied in terms of age and sex. 

 The maximum and minimum diameters in the cross section of the hair shaft 

were very variable depending upon age. 

 In males, both diameters change with a rather linear relationship to age, while 

in females they show a rather smooth curve relationship. In infancy and child-

hood, the diameters in males are larger than those in females, but in adults, they 

are smaller in males than in females. 

 In females, a diameter to age correlationship shows two phases at 13 and 48 

years of age respectively. 

 Except infancy, in both sexes, the hair index in the cross section of the hair 

shaft is almost constant irrespective of age. 

 It seems that studies of parietal hair on the cross section shoud not be made 

without a careful consideration of age and sex.
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